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特
　
集

　宮崎県中央会では、会員組合を対象として、ロシアのウクラ
イナ侵攻による情勢緊迫化と原油価格高騰に伴う物価高騰が、
県内の中小企業組合及び傘下の組合員企業に及ぼす影響につい
て緊急調査を実施しました。

　ロシア・ウクライナ情勢による影響について、「既にマイナ
スの影響がある」が33％、「今後、マイナスの影響がある」が
25％となっており、マイナスの影響を受けている中小企業組
合が半数を超えている。
　また、一方で「プラスの影響がある」が3％となっており、
これは、木材製造業において「外材の輸入が減少し、国産材（県
産材）への需要が高まったことから、価格が上昇」したことの
影響によるものである。
　この他、「影響はない」が21％、「分からない」が18％となっ
ている。

ロシア・ウクライナ情勢による影響調査
原油価格・物価高騰による影響調査緊急調査報告

　原油価格・物価高騰による影響について、「大きく影響して
る」が48％、「やや影響している」が39％と、８割以上の中
小企業組合が影響を受けている。

契約している新電力が撤退を表明したので、新たな受
付先を探すが全てに断られ、先行きに不安しかない。
（食品製造業）
入居者の食材や消耗品、燃料費等に影響が出ている。
（介護業）
原材料や輸送コストの高騰の影響を受けているので、
公共工事の設計単価の早期見直しを求めたい。（建設業）

調査期間：令和4年4月26日～5月13日
調査依頼数：300組合
調査回答数：108組合

特 集 特 集 

１　ロシア・ウクライナ情勢による組合及び組合員企業への影響

２　原油価格・物価高騰による組合及び組合員企業への影響

各業界の声
〇

修理業務で必要な電気設備部品の納期が遅い。国内調達政策を整えて欲しい。（サービス業）
原材料の輸入遅れにより、新商品などが発売延期となっている。（小売業）
物価の高騰により、消費者の購買意欲が下がり、住宅の着工数に影響が出てきている。（製造業）
原油価格の高騰に伴い、製品を作る際の工場の稼働コスト及び製品の運搬コストが上がっている。
遠い現場が赤字になるので、運搬が苦となっている。設計単価のアップ又は燃料価格をリアルタ
イムに単価に反映して欲しい。（建設業）
原材料の大半が石油精製品であることから、ロシアからの石油の輸入制限に伴う影響は避けられ
ない。（建設業）

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
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　現在の仕入価格（原価）の前年比状況については、「上昇し
た」が73％と高い割合を占めている。
　次いで、「変わらない」が15％、「業種柄、価格変動の影響
を受けない」が8％、「低下した」が1％となっている。

３　現在の仕入価格（原価）の状況（前年比）

畜産配合飼料高騰により畜産農家の経営が非常に厳しくなっているので、畜産農家への支援を希望する。
（飼料販売業）
電気、ガス、灯油の消費が多い業界であり、値上げは経営の悪化に繋がる。県外資本の低料金店と
の競争もあり、10％～20％の売上減少でも商売にはかなりの影響があるので、不公平感のない幅広
な支援を求める。（美容業）
梱包資材、刃物、機械部品等の価格が前年比10％程度上昇する影響を受けている。（製造業）
燃料、購入部品価格が高騰しているが、製品へ転嫁できていない。（建設業）
資材全般にわたって10～30％の価格上昇がある。このような資材価格上昇時における速やかな発注
単価への反映をお願いしたい。（建設業）
資材や燃料の価格高騰で経費が増加している。機械設備の価格高騰と納入の目途が立たないため、
補助事業の完了の延長をしてほしい。
新電力会社から、電気料金の倍以上の値上げ又は他社への乗り換えを言われている。しかし、他社
への乗り換えを検討したくても新規受付をしていない状況で困っている。行政支援がないと解決でき
ない状況ではないかと思っている。（製造業）

各業界の声
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇

　前項目の仕入価格（原価）の上昇を受けて、これに伴う販売
価格への転嫁については、「価格引上げ（転嫁）に成功した」
は21％に留まり、「価格引上げの交渉中」が同じく21％、「こ
れから引き上げ交渉を行う予定」が9％、「対応未定」が31％
となっており、仕入価格が上昇したものの販売価格への転嫁
が進まず経営を圧迫している状況であることが窺える。
　販売価格への「引き上げ（転嫁）に成功した」組合でも全ての
取扱品に転嫁ができたのではなく、交渉中のものやこれから
交渉を行うものもあるとしている。
　また、「引き上げ（転嫁）に成功した」組合でも
顧客に対して「本意ではないが、値上げせざる
得ない」という苦しい心情を吐露させるコメント
もあった。

４　仕入価格（原価）の上昇を受けた販売価格への転嫁状況（前年比）
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令和4年6月宮崎県議会定例会　補正予算案のポイント
I N F O M A T I O N

令和4年6月宮崎県県議会定例会に提出された予算案より、補正予算案のポイントを御紹介します。

・交通・物流事業者燃料高騰等対策事業（総合交通課）755,390千円
交通・物流事業者に対して、燃料費高騰分等を補助するための経費

・保育所等給食緊急支援事業（こども政策課）164,733千円
保育所等に通う子どもの保護者の給食費負担を抑制するため、保育所等への給食支援を行う市町村に対して、材
料費の高騰分を補助するための経費

・県内事業者エネルギー転換緊急支援事業（環境森林課）212,000千円
電気自動車や再エネ・省エネ設備等を導入する民間事業者に対して補助を行うとともに、県公用車として電気自動
車をモデル的に導入するための経費

・省エネ型高性能林業機械導入支援事業（山村・木材振興課）185,000千円
林業事業体に対して、省エネ型高性能林業機械の導入経費を補助するための経費

・ウクライナ避難民採用企業支援事業（雇用労働政策課）6,580千円
就労を希望するウクライナ避難民の方を採用した県内企業に対して、円滑な受入環境整備のための給付金を支給す
るための経費

・宿泊事業者原油高騰等緊急支援事業（観光推進課）30,000千円
宿泊事業者に対して、省エネルギー機器やコスト削減に資するシステム導入等に要する経費を補助する。

・畜産セーフティネット対策緊急強化事業（畜産振興課）333,856千円
畜産業者等に対して、配合飼料価格高騰時に補填金が交付される配合飼料価格安定制度に係る生産者積立金相当
額を補助するための経費

・県立学校給食等緊急支援事業（特別支援教育課、財務福利課、高校教育課、義務教育課）28,750千円
県立学校に通う子どもの保護者の給食費等負担を抑制するため、PTA等に対して、材料費の高騰分を補助するための経費

〇県民のいのちを守る対策、地域経済の早期回復・成長活力の創出に向けた対策

〇デジタル変革 (DX)、ゼロカーボン社会づくり 　〇人口減少対策の強化

〇安全・安心な県土づくり 　　　　　　　　　 　〇本県の新たな発展に向けた土台づくり

Ⅰ　当初予算 予算額： 6,414.8億円

◆原油価格・物価高騰等総合緊急対策の概要　新設

〇第６波以降の状況に対応した新型コロナ対策の継続 
〇国庫補助決定に伴う公共事業予算の計上など

〇低所得世帯や生活困窮者への支援
〇ウクライナからの避難民の就労支援
〇子育て世帯の家計負担の軽減
〇地域経済の活性化と生活者支援へつながる消費喚起対策

Ⅱ　補正予算（第１号） 新型コロナ対策及びその他公共事業等 予算額： 112.5億円

　国の「コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策」に対応し、コロナ禍において直面する原油価格・物
価高騰による影響を緩和するため、生活者支援や事業者支援を実施

Ⅲ　補正予算 (第２号 ) 原油価格・物価高騰等総合緊急対策 予算額：

１．生活者支援

50.4億円

17.0億円

〇燃料費高騰の影響を受ける事業者の負担軽減
〇資材･肥飼料･原材料等の価格高騰への対応
〇事業者のエネルギー転換・生産性向上支援等

２．事業者支援 33.4億円



　7月25日（月）に、宮崎県高等学校 PTA連合会会長の脇山富夫氏をはじめ４名の
役職員の方々が本会に来訪され、「就職採用枠の拡大」についての要請がありました。
　当会からは、青年部が実施する職業体験イベント「みや the キッズモール」によ
る各業界のPR、「ものづくり補助金」による県内企業の新市場開拓や生産性向上
への支援等の取り組みについて説明し、また会員組合においては高校への出前授
業を行っている事例があることを紹介しました。県内企業の皆様におかれましては 
「宮崎で働いてみたい」と思う卒業予定者を増やす環境づくりの推進に向け、 特段
の御配慮をよろしくお願いします。
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中小企業振興対策に関する要望を行いました
I N F O M A T I O N

令和５年３月高等学校卒業予定者の県内就職採用枠拡大に伴う要請について 
I N F O M A T I O N

自由民主党宮崎県支部連合会に対する要望
　７月２２日（金）に、宮崎市の宮崎観光ホテルで自由民主党宮崎県支部連合会によ
る「令和５年度 国・県に対する政策・予算等要望」ヒアリングが開催されました。
　当日は、中央会から野口専務理事ほか５名が出席し、日高陽一県議会議員、安
田厚生県議会議員の２名と面談し、原油価格、物価高騰の影響を受ける中小企業
の事業コスト負担軽減対策の強化及び新型コロナウイルス感染症対策における中小
企業支援の拡充・強化など国政10項目と県政９項目の要望を行うとともに、疲弊し
た中小企業の声を届けました。

〈国に対する要望事項〉
１．国際情勢不安、急激な円安等による原油価格・物価高騰の影響を受ける中小

１．企業の事業コスト負担軽減対策の強化について

２．新型コロナウイルス感染症対策における中小企業支援の拡充・強化について

３．中小企業組合等に対する支援の拡充・強化について

４．「ものづくり等補助金」の継続実施について

５．高速交通ネットワークの整備について

６．中小企業を後押しする税制改正について

７．社会保障制度見直しにおける中小企業への配慮について

８．地域の中小企業の実情を踏まえた最低賃金の設定について

９．官公需適格組合の積極的活用と制度の見直しについて

10．「働き方改革」の推進における中小企業への十分な配慮について

〈県に対する要望事項〉
１．国際情勢不安、急激な円安等による原油価格・物価高騰の影響を受ける中小

企業の事業コスト負担軽減対策の強化について

２．新型コロナウイルス感染症対策における中小企業の県内経済振興対策の強化について

３．中小企業組合等連携組織支援の強化について

４．「宮崎県中小企業振興条例」等に基づく中小企業支援の具体的な施策の拡充について

５．宮崎県中小企業団体中央会の支援体制の充実・強化について

６．「広い意味での地産地消」のさらなる推進について

７．高速交通ネットワークの整備について

８．実効ある地域振興対策としての公共事業予算の確保について

９．中小企業の継続的発展のための支援策の充実・強化について

▲日高陽一県会議員(左)、安田厚生県会議員(右)



１．社会派ドラマから見えてくるもの
　皆さんは、「倍返しだ！」で有名な半沢直樹を生んだ作家、池井戸潤さんの小説で、テレビドラマにもなった「下町ロケット」
はご存知でしょうか。
　宇宙開発を夢見る中小企業の経営者が、高い技術力を武器に大企業と渡り合う痛快ストーリーなのですが、営業秘密の
漏洩や特許など知的財産を巡る攻防が随所に出てきます。特許侵害で訴えられて倒産の危機に直面したり、逆に起死回生
の鍵となったり、経営者は苦渋の決断を次々と迫られ、観ている方もハラハラドキドキが止まりません。

2．知的財産に囲まれた私たちの暮らし
　「知的財産」といっても、一般の人にはあまり身近に感じられないかもしれませんが、実は何気なく使っているさまざまな
商品やサービスに複合的に存在しています。
　「知的財産」には、特許 (高度な発明 )、商標 (ロゴマークやブランド名 )、意匠 (特
徴的なデザイン )などがあり、例えば宮崎市の有限会社オカザキ食品が開発したこだ
わりのローストビーフは、製造方法等については特許を出願、商品名とデザインは商
標登録することで、自社の知的財産を守っています。
　もし、権利を取得しないまま商品を販売し、他者から模倣されたらどうなるでしょ
うか。安い類似品に顧客が流れ、売上げが激減したあげく、法的保護は何も受けら
れないという事態に陥らないとも限りません。

3．権利侵害にもご用心！
　一方で、自身が気がつかないうちに他者の権利を侵害してしまうこともあります。
　新商品を開発して販売したところ、商品名が A社の商標権を侵害していた、パンフレットに用いた画像が B社の著作権を
侵害していたなどがそれに当たります。商品の販売・販促活動の差止めや多額の損害賠償金を要求されることもあるため、
そうならないよう事前に調査しておくことが必要です。
　では、自社が有する知的財産を保護したり、誤って他者の権利を侵害しないようにするためにはどうすればいいのでしょ
うか。
　そのような中小企業等のお悩みを解決するため、全国47都道府県に設けられたワンストップ相談窓口が「INPIT知財総合
支援窓口」であり、本県では (一社 )宮崎県発明協会がその運営を担っています。

4．知財総合支援窓口でできること
　当窓口では、専門知識を持つスペシャリスト3人が、特許や商標権
などの登録状況等をインターネットで確認できる特許情報プラット
ホーム「J-PlatPat」の使い方をはじめ、秘密情報の管理や海外展開
に関するアドバイスなどを行っています。
  また、相談内容に応じて弁理士や弁護士、中小企業診断士などの専
門家を企業に派遣したり、他の公的な支援機関や金融機関等と連携
して中小企業の経営課題の解決に当たっています。（すべて無料、秘
密厳守）
　宮崎県の知財総合支援窓口に寄せられた相談は、令和3年度で
１８７３件とこの１０年間で2．5倍に増えており、Eコマース普及の影
響でしょうか、商標関連の相談は全体の６割超を占めるまでになって
います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5．知財活用のススメ
　先に紹介した有限会社オカザキ食品は、宮崎県よろず支援拠点にブランディングの相談をしたのがきっかけでした。よろ
ず支援拠点から依頼を受けた知財総合支援窓口との連携支援により、弁理士、販路開拓アドバイザー、デザイナーの派遣
等を行い、知的財産権の取得に繋げることができました。
　知的財産権を得たことで、新たな取引先の開拓や金融機関からの資金調達にも繋がるなど、ビジネスチャンスが拡大し
ています。
　企業や個人事業主の皆さまに留まらず、中小企業団体中央会の会員様からも窓口を活用していただいています。皆さま
方の組合で、共同販売や新商品開発などに取り組まれる際は、ぜひ「知財活用のメリット」を思い出していただき、本県の
相談窓口にお気軽にご相談いただければ幸いです。
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今こそ、「知財活用」を！ INPIT宮崎県知財総合支援窓口 

申込み・お問合せ先 （一社）宮崎県発明協会　TEL 0985-74-3956　FAX 0985-74-3816

▲ローストビーフ「μ」

宮崎窓口支援件数（うち商標）
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お問合せ先 令和3年度事業環境変化対応型支援事業（デジタル化診断事業）事務局　TEL 03-6262-6712

○金融機関　宮崎銀行　宮崎支店　普通　１００３８７５　　

○口座名義　宮崎県中小企業団体中央会　会長　堀之内 芳久
振込先

赤十字活動資金の募金について
I N F O M A T I O N

　日本赤十字社は、寄付金のみにより、災害時の救護活動、救援物資の支援等の様々な人道支援活動等を行っております。
このため、中央会では、日本赤十字社宮崎県支部を通じて毎年寄付を行ってまいりました。
　このような中、今年の１１月に、本県において日本赤十字社名誉副総裁宮妃殿下をお迎えして「九州八県赤十字大会」が
開催されることになっております。
　つきましては、「九州八県赤十字大会」の本県開催に当たり、日本赤十字社への支援及び協力を
一層推進するため、会員の皆様から広く御寄付を募ることにいたしました。
御協力をいただける場合は、９月３０日（金）までに次の口座にお振り込みをお願いします。
　会員の皆様の御協力をお願いいたします。

中小企業のデジタル化に役立つ情報をワンストップで紹介！
「みらデジ」がオープンしました

I N F O M A T I O N

　デジタル化は必要だと思うけれど、どこから手を付ければよいかわからない、どう進めればよいかわからない、といっ
た中小企業の悩みにワンストップで対応するポータルサイト「みらデジ」がオープンしました。
　まずは、スマホやパソコンから質問に回答するだけの「みらデジ経営チェック」で、自社のデジタル化の進捗度を確認し
ましょう。弱みや課題を確認できたら、課題解決に向けて、専門家による無料相談「みらデジリモート相談」も受けられます。
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宮崎県中小企業団体
中央会

会　長     堀 之 内 芳 久
外役職員一同

〒880-0013
宮崎市松橋2丁目4番31号

TEL （0985）24-4278
FAX （0985）27-3672
URL http://www.himuka.or.jp

〒885-1311
都城市高城町有水1941

TEL （0986）53-1041
FAX （0986）53-1850

南九州畜産残渣処理
協同組合

代表理事     弓 削 昭 男

〒885-1311
都城市高城町有水1941

TEL （0986）53-1022
FAX （0986）53-1022

西日本化製油脂
工業組合

代表理事     弓 削 昭 男

宮崎市青果仲卸
協同組合

理事長     伊 東 光 春
外役職員一同

〒880-0834
宮崎市新別府町雀田1185番地

TEL （0985）28-7618
FAX （0985）28-7619

宮崎県解体工事業協同組合
理事長     井 上 康 典
〒880-0044
宮崎市大字瓜生野2390番地

TEL （0985）41-1237
FAX （0985）41-1237

URL http://www.m-kaitai.com
E-mail m-kaitaikumiai@outlook.com

〒880-0843
宮崎市下原町256番地

TEL （0985）24-7388
FAX （0985）26-5512

E-mail mdkk@helen.ocn.ne.jp

宮崎県電気工事業
工業組合

理事長     安 田 耕 一

宮崎県美容協同組合
宮崎美容専門学校
理事長     山 川 　 浩

外役職員一同
〒880-0805
宮崎市橘通東1丁目7番13号

TEL （0985）29-3111
FAX （0985）28-8556

E-mail miyabi-k@abelia.ocn.ne.jp
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宮崎県板金工業組合

理事長     野 口 英 幸
〒880-0912
宮崎市大字赤江字飛江田1350番地4

TEL （0985）53-0392
FAX （0985）53-0392

E-mail miyazakikenban@iaa.itkeeper.ne.jp

〒888-0011
串間市寺里1丁目5番地4

TEL （0987）72-6661
FAX （0987）72-6658

串間地区生コン
事業協同組合

代表理事     村 中 弘 行

TEL （0986）38-0998
FAX （0986）38-1824

都城地区生コンクリート
協同組合

〒885-0004
都城市都北町5910番地

代表理事     戸 高  望

外役職員一同

企業サポート協同組合
代表理事     久 木 留  寛
〒880-0802
宮崎市別府町2-5 コスモ別府ビル501号

TEL （0985）60-7730
FAX （0985）60-7724

URL https://kigyo-sp.com/

内閣府・法務省・文部科学省・財務局・国税局
経済産業局・厚生局・運輸局・地方整備局・農政局 認可

〒880-0803
宮崎市旭1丁目2番2号

TEL （0985）26-9791
FAX （0985）71-3401

E-mail miyazakidenkikanri@gmail.com
自家用電気工作物の[保安管理]は当協会へ！

協同組合
宮崎県電気管理企業協会

代表理事     本 田  博

宮崎県室内装飾
事業協同組合

理事長     松 本 嗣 夫
〒880-0917
宮崎市城ヶ崎1丁目1番地24

TEL （0985）50-3381
FAX （0985）50-3397

URL http://www.miyasokyou.or.jp
E-mail msk@miyazaki-catv.ne.jp

赤帽宮崎県軽自動車運送
協同組合

代表理事     吉 岡 和 則
〒880-0826
宮崎市波島1丁目731番地2号

TEL （0985）23-2311
FAX （0985）23-2328

URL https://miyazaki.akabou.jp
E-mail miyazaki@akabou.jp
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宮崎県砕石事業
協同組合連合会
会　長     矢 野 久 也

外役職員一同

〒880-0024
宮崎市祇園3丁目1番地

TEL （0985）24-0823
FAX （0985）27-9277

宮崎地区国有林
事業協同組合

代表理事     蛯 原 俊 美

〒880-0844
宮崎市柳丸町97番地10 マンション大西第1-105号

TEL （0985）55-0901
FAX （0985）55-0902

〒880-2213
宮崎市高岡町上倉永2515番地

TEL （0985）82-0331
FAX （0985）82-0321

URL http://www.Lumber-Miyazaki.jp

宮崎県精麦工業
協同組合

理事長     土 持 寿 翁
〒885-0084
都城市五十町1410番地1号 土持産業株式会社内

TEL （0986）23-6211
FAX （0986）23-6114

E-mail miyazakiseibaku@citrus.ocn.ne.jp

〒884-0006
児湯郡高鍋町大字上江6649番地102

TEL （0983）23-6100
FAX （0983）23-0349

西都児湯生コン
事業協同組合
理事長     河 野 宏 介

オフィスシステム
協同組合

代表理事     上 山 泰 寛

〒880-0817
宮崎市江平東町10番地6

TEL （0985）78-2630
FAX （0985）61-4588

宮崎県ビルメンテナンス
事業協同組合
理事長     二 宮  渉

外役職員一同

〒880-0902
宮崎市大淀3丁目5番18号 南宮崎駅前ビル2号館201号

TEL （0985）54-8893
FAX （0985）51-4080
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飲み水安心“クリーン貯水槽”

宮崎県貯水槽清掃
協同組合

理事長     日 髙 一 郎
外組合員一同

〒880-0001
宮崎市橘通西5丁目2番33号

TEL （0985）29-4906
FAX （0985）31-6016

〒880-0121
宮崎市大字島之内10211番地9

TEL （0985）39-9639
FAX （0985）39-9621

URL http://www.mspa.or.jp/kumiai/
E-mail kumiai@mspa.or.jp

宮崎県測量設計
事業協同組合
理事長     白 濵 隆 寛

都北地区建設
事業協同組合

代表理事     堀 之 内 芳 久

〒885-0024
都城市北原町1654番地1 都城建設会館内

TEL （0986）24-6269
FAX （0986）22-1992

都城地区プレカット
事業協同組合

〒885-1105
都城市丸谷町4708番地1

TEL （0986）36-0755
FAX （0986）36-0757

理事長     木 脇 章 太 郎

都城地区解体工事
協同組合

〒885-0024
都城市北原町1654番地1 株式会社都城建設会館内

TEL （0986）22-1991
FAX （0986）22-1992

代表理事     長 友 俊 美

宮崎地区建設協同組合

〒880-0802
宮崎市別府町2番12号

TEL （0985）24-7811
FAX （0985）27-1930

代表理事     本 部 喜 好

外組合員一同

官公需適格組合
“ライフラインを守る”

都城管工事協同組合
MIYAKONOJO KANKOUJI BUSINESS COOPERATIVE

理事長     坂 井 真 由 美
〒885-0011
都城市下川東三丁目3238番地2

TEL （0986）24-6059  FAX （0986）21-1118
URL http://tokann.sakura.ne.jp
E-mail tokann@lime.ocn.ne.jp

K B
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都城造園協同組合
代表理事     石 川 伸 一
〒885-0083
都城市都島町155番地3

TEL （0986）23-5383
FAX （0986）23-5566

E-mail zouen-myk@ec3.technowave.ne.jp

宮崎県中小企業組合士協会第46回通常総会・第93回研究会が開催されました
R E P O R T

　６月１７日（金）に、宮崎市の KITENビル８階コンベンションホールにおいて、宮崎
県中小企業組合士協会の第４６回通常総会及び第９３回研究会が開催されました。宮
崎県中小企業組合士協会は、中小企業組合検定試験に合格し、「中小企業組合士」の
認定を受けた方々で構成されています。
　通常総会では、令和３年度事業報告及び決算関係書類の承認、令和４年度事業計
画及び収支予算等が原案どおり可決、決定されました。
　総会終了後の研究会では、本協会の会員でもある社会保険労務士の江夏慶二郎氏よ
り、「パワハラ防止法等への具体的対応」というテーマで、直近の労働関連法の改正
動向や講ずべき措置について知識を深めました。

サウスウッド宮崎
協同組合

代表理事     久 保 泰 人

〒885-1203
都城市高城町大井手2005-9

TEL （0986）58-6112
FAX （0986）58-6113

外組合員一同

官公需適格組合
《みなさまの水を守る》

宮崎管工事協同組合
代表理事     前 田 昭 彦
〒880-0014
宮崎市鶴島3丁目175番地1

TEL （0985）24-2371　FAX （0985）24-2379
URL http://www.miyazaki-kankoji.com/
E-mail info@miyazaki-kankoji.com

宮崎県管工事
協同組合連合会
理事長     前 田 昭 彦
〒880-0014
宮崎市鶴島3丁目175の1 宮崎水道会館2階

TEL （0985）29-6646
FAX （0985）29-6657

E-mail miyakanren@carrot.ocn.ne.jp

西臼杵建設
事業協同組合

〒882-1101
西臼杵郡高千穂町大字三田井86番地2

TEL （0982）72-5927
FAX （0982）72-3129

理事長     甲 斐 和 幸
外役職員一同

会場風景

江夏講師
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宮崎県食品産業協議会第４７回通常総会及び研修会を開催しました
R E P O R T

　６月２１日（火）に、宮崎市のアートホテル宮崎スカイタワーにおいて、宮
崎県食品産業協議会第４７回通常総会が開催されました。
　来賓として、宮崎県商工観光労働部次長の米良勝也氏、宮崎県企業振興
課食品・メディカル産業推進室長の阿萬慎治氏、宮崎県農業流通ブランド課
長の松田義信氏をお招きし、総会では令和３年度事業報告及び収支決算承
認の件等が審議され、原案どおり可決決定されました。
　任期満了に伴う役員改選では、次の方々が新役員として選任されました。

宮崎県中小企業組合事務局連絡協議会第29回通常総会を開催しました
R E P O R T

　６月２４日 (金）に、宮崎市の宮崎エースレーン多目的ホールにおいて、宮崎県中小企業組合事務局連絡協議会の第２９
回通常総会を開催しました。
　議事では、令和３年度事業報告及び決算関係書類等の議案が審議され、いずれも原案どおり可決承認されました。
　また、総会終了後には、レクリエーションとしてボウリング大会を開催。その後、アートホテル宮崎スカイタワーにおい
て表彰式と交流会が行われ、会員間の交流がより一層深まりました。

　全ての議案審議終了後、本総会終結をもって退任された道本会長の御功
績をたたえ、感謝状と記念品の贈呈が行われました。
　総会終了後には研修会が開催され、令和３年度動画作成事業で制作した
会員企業動画を鑑賞しました。動画作成事業に参加した企業より、動画制
作にあたり、こだわった点などについてコメントをいただき、参加者は他社
の取組内容に熱心に耳を傾けていました。
　研修会終了後に交流会が開催され、久しぶりの交流会ということもあり、
盛会裏に終了しました。

会　長　永野　時彦（宮崎ひでじビール株式会社

副会長　道本　英之（道本食品株式会社

副会長　江夏喜一郎（ヤマエ食品工業株式会社

副会長　岩切　邦光（株式会社響

理　事　上田　耕市（虎彦株式会社

理　事　上沖　和己（株式会社上沖産業

理　事　和田　　優（株式会社デイリーマーム

理　事　黒木　隆一（株式会社水永水産

理　事　加藤修一郎（株式会社加藤えのき

監　事　大山　綾夏（大山食品株式会社

代表取締役）

代表取締役社長）

代表取締役社長）

代表取締役社長）

代表取締役社長）

代表取締役社長）

代表取締役社長）

代表取締役）

代表取締役）

営業部）

▲会場の風景

▲永野新会長

▲道本前会長

▶食品産業協議会公式YouTubeチャンネル

▲ボウリング大会 ▲総会風景 ▲藤田会長



宮崎県菓子工業組合、宮崎県広告美術協同組合が、合同で消費税
インボイス対策講習会を開催しました
　６月２０日 (月）に、宮崎市のニュー
ウェルシティ宮崎において、宮崎県菓子
工業組合、宮崎県広告美術協同組合が、
合同で消費税インボイス対策講習会を
開催しました。
　当日は、田川哲税理士事務所所長の
田川哲氏から、消費税の基本的な仕組
みや適格請求書等保存方式 (インボイス
制度 )の概要、登録申請手続等につい
て説明がありました。
　来年１０月にスタートする消費税インボイス制度は、事業者に大きな影響を与えることから組合員の関心も高く、参加者
は真剣な面持ちで講義に耳を傾けていました。
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宮崎県レディース中央会第４５回通常総会を開催しました
R E P O R T

　６月２７日（月）に、宮崎市のガーデンテラス宮崎ホテル＆リゾートにおいて、宮崎県レディース中央会第４５回通常総会が、
（株）商工組合中央金庫宮崎支店の蓬田支店長をはじめ、多数の御来賓の方々に御出席いただき開催されました。
　提出された議案は、各議案とも原案どおり可決承認されました。
　総会終了後には研修会が開催され、長友味噌醤油醸造元四代目女将の長友陽子氏を講師にお招きし、「発酵食品で食育！
～日本の食の魅力『発酵食品』を次世代へ伝えるために～」というテーマで御講演いただきました。
　事業承継や味噌醤油醸造業が抱える問題、コロナ禍での気づきや新たな取組、味噌醤油の食文化を残すための挑戦な
どについてのお話は、参加者の共感を呼び関心を引く内容で、非常に有意義な研修会となりました。
　さらに研修会終了後は、来賓や講師を交えて交流会が開催され、参加者は情報交換するなど大いに盛り上がりました。

▲吉田会長 ▲長友講師 ▲会場風景

▲田川講師 ▲講習風景

R E P O R T

宮崎県火災共済協同組合がハラスメント防止措置への対応に
係る講習会を開催しました
　6月24日（金）に、宮崎市の組合会議
室において、宮崎県火災共済協同組合が
ハラスメント防止措置への対応に係る講
習会を開催しました。この講習会は、制
度改正等の課題解決環境整備事業を活
用し、職場におけるいじめや嫌がらせを
防止する「労働施策総合推進法（通称：パ
ワハラ防止法）」が令和２年６月に施行
され、令和４年４月から中小企業にも義
務化されたことから、職員の意識改革の
ために実施されたものです。
　今後は、事業主及び労働者がともにハラスメント問題に関心と理解を深め、お互いが言動に注意を払うなど、それぞれに適
切な対応が必要となります。身近な問題ということもあり、参加者の関心度は高く、真剣な面持ちで講義に耳を傾けていました。

▲越山講師 ▲研修風景

R E P O R T
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表紙紹介
　別名は『夫婦滝』と言い、高さ約20ｍ、幅約10ｍ、滝壺は浅く、夏には釣り大会が
開催される場所でもあります。
　この滝は古くから白髭明神と共に地域の人々 の信仰の対象となり、秋の実りや地域
の喜びごとなどの娯楽の場でもありました。写真の向かって右側の勢いのよい流れが
男滝、流れの緩やかな左側が女滝、白い二すじの清流が巨岩の上から流れ落ちる様は、
豪壮と言う感ではなく、女性的風情の滝です。
　この夏は、ぜひ川南町の自然をご堪能ください。

篠原みようと滝

ほっとひと息
南部建設業事業協同組合

工場長 河上鉄兵

　若い頃はいくら暴飲暴食をしても太らない体質だった

私が、35歳を過ぎた頃から基礎代謝が落ちたのか体重

が急激に増え始め、それまで着れていた制服が窮屈にな

り、家族だけでなく周りの人からも「最近太ったね」と言

われるようになった。

　そこで、久しぶりに体を動かそうと軽い気持ちでラン

ニングを始めた。高校の部活以来のランニングで、昔の

感覚で走れるわけもなく、10分も走れば心臓の動悸は

激しくなり、足も痛くなり3㎞も走れず、学生時代からこ

んなにも体力が落ちてるのかと痛感したのを覚えている。

　それから、仕事から帰ってからの空いた時間に少しず

つ走るようになり、1回1時間程度、週2，3回走るよう

になって、少しずつ体重も落ちていき、少し窮屈になっ

ていた制服も昔みたいに着れるようになった。また、マ

イカー通勤では通らない道を走ってみたり、普段感じら

れなかった四季の移ろいを体感できることに喜びを感じ

るようになり、家族旅行や出張時の荷物にランニング道

具を忍ばせ走ってみたりするようになっていった。

　当初、減量が目的だったランニングがいつの間にか走

りに行くことが目的に変わっていき、気が付けばハーフ

マラソン、フルマラソンにも参加するようになった。ただ、

ここ3年程はコロナウイルス感染症の影響で大会の中止

等でモチベーションがなかなか上がらず走ることも少なく

なってきているが、少しずつ開催されるようになってきた

ので、重い腰を上げてまた走り始めようかと思っている。

（宮崎県中小企業組合事務局連絡協議会　理事）

令和４年度中央会行事予定

創立記念ゴルフ大会

開 催 日：令和4年9月9日(金) 
開催場所：宮崎市清武町「宮崎レイクサイド

ゴルフ倶楽部」

レディース中央会2022全国フォーラムin青森

開 催 日：令和4年10月12日(水)
開催場所：青森市「ホテル青森」

第６回みやtheキッズモール

開 催 日：令和4年１１月２３日(水)
開催場所：宮崎市「宮交シティ紫陽花ホール」

第７４回中小企業団体全国大会

開 催 日：令和4年１１月１０日(木)
開催場所：長崎県長崎市「出島メッセ長崎」

中央会青年部第２７回県大会

開 催 日：令和4年１０月１５日(土) 
開催場所：宮崎市「ＭＲＴミック」

宮崎県官公需適格組合協議会通常総会

開 催 日：令和4年９月２０日(火)
開催場所：宮崎市「ニューウェルシティ宮崎」



情報連絡員 30名　/　回答者数　30名

DI値は、前月と比較して、売上高はマイナス１６ポイントの悪化、収益状況は
マイナス１３ポイントの悪化、業界景況はマイナス３ポイントの悪化となった。
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情報連絡員報告
令和４年

6月期

全体概況

木材・木製品
　製材業　梅雨時期ではあるが、原木の方は例年に比べると順調な出材である。相場も虫害時期とはいえ、例年以上の高値圏を保っ

ている。製品の方は何とか価格維持のまま一定量を捌けているが、新規住宅着工数の伸び悩み等、需要圧力減により、荷動きは全

体的に低調である。

　製材業（プレカット）　6月の実績は前年比91％で5月に続いて大きく減少した。ここにきて建設資材の高騰や物価上昇の影響が色濃く

出てきており、買い控えによる着工数の減少が目立つようになった。例年、梅雨明けから受注が回復するが、今年は回復状況が鈍く、

当分の間この傾向が続くと予想している。住宅の落ち込みを非住宅でどこまでカバーできるかが課題である。ウッドショックの影響はなく

なってきており、合板を除く木材については供給が安定してきている。価格も高止まりではあるが安定してきており、今後、木材価格が

上昇することはなさそうである。

　木製品製造業　原材料の不足や入手難、価格の上昇、その他社会情勢による全体的な経費の増加が問題点として挙げられる。

印　刷
　印刷・同関連業　 今回、印刷工業組合で、全国的に「印刷価格に対するお願い（価格上昇）の新聞広告を掲載した。印刷資材をはじめ、

燃料等の値上げに対して、価格転嫁をせざるを得ないところにきている。国、県及び市町村をはじめ、企業の方々に対してご理解をお願

いしたい。

　印刷・同関連業　１月に行われた製紙メーカーによる印刷用紙の値上げ(20～30％)の影響でかなり利益が圧迫されている。その後、

封筒や印刷材料のメーカー、商社からも値上げの要請が行われ、その原材料価格上昇分を現在の利益内では吸収することは不可能と

判断し、クライアントへ印刷製品値上げのお願いを行っているところである。新聞にも意見広告を掲載し、クライアントのご理解を

求めていく。

窯業・土石製品
　窯業・土石製品製造業　6月は例年通り梅雨時期となり、出荷量も低迷する結果となった。

　窯業・土石製品製造業　先月の状況と大きな変化はなく、昨年同月比４２．９％と非常に悪く、累計でも４６．０％と悪い。通年

この様な状況の可能性有り。

卸　売　業
　卸商業　商品の仕入れ価格が上昇し、顧客との販売価格調整が難しい。半導体不足による物不足の影響が解消されない。

【前年同月比の業界の景気動向】 （DI値）
令和2年7月～令和3年6月
令和3年7月～令和4年6月【主要3指標DI値推移】

売 上 高項目業種

製
造
業

非
製
造
業

食 料 品

木材・木製品

出版・印刷
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鉄鋼・金属

卸 売

小 売

商 店 街

サ ー ビ ス

建 設

運 輸
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※網掛けについては、特に悪化した項目   ※ＤI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／調査対象組合数］×100
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商　店　街
　宮崎市　新型コロナ感染者数が高止まりで、高齢者の外出控えが続いており、引き続き売上が増加しない。

　都城市　コロナ関連の自粛も緩和され、人の往来が多くなったが、中旬から下旬にかけて感染者の数が大幅に増加に転じた。

第7波の始まりかと各店舗でも警戒している。それにまして、原材料の高騰が止まらず、値上げや自助努力では到底消化できな

いレベルに達してきている。

サービス業
　観光業　例年であれば６月は繁忙期であるが、コロナウイルスのために大変厳しい月となった。

　自動車整備業　今月も入庫台数については、前年度より若干減少した。ただ、忙しいと感じる日が少なく心配したが、減少が少なく安心した。

　不動産業　仕入価格の上昇で、工事価格の上昇が懸念される。

建　設　業
　管工事業　共同受注工事は順調に推移しており、コロナの影響で落ち込んだ昨年と比較すると大幅増で、一昨年並みである。資

材の供給品売上も同様である。資材価格の上昇は確実視されているが、上昇幅及び時期がいまだ不透明であり、先行きが読みづら

い状況にある。7月4日(月)に全国管工事業協同組合連合会通常総会・全国大会が軽井沢にて開催され、理事5名で参加した。７月29

日 (金)に九州管工業組合連合会通常総会・大会が鹿児島にて開催予定で、理事8名参加予定である。

　管工事業　４月における組合員事業所の従業員状況を調査したところ、従業員の減少と高齢化が進んでいる状況であった。

運　輸　業
　軽貨物運送業　梅雨時期の関係で受発注の仕事量が少なく、６月の貨物量は減少傾向の推移である。燃料関係は高止まりで推移

しており、組合員の経営を圧迫している。他の軽自動車運送事業者も同様であり、苦しい環境での経営を強いられている。

　貨物運送業　原油価格については、OPECプラスが7月と8月の増産幅を約1.5倍に引き上げることに合意したが、ロシア産原油の

減少分を補うには不十分との見方が強まり、価格は上昇し、それに伴い国内燃料価格も値上げの見込みで、組合員は先が見通せず厳

しい経営を余儀なくされている。

「中央会だより」では、県内中小企業組合の皆様の活動をPRするため、イベント情報や各種研修会・講習会等の開催情報を募集して
おります。お申込み・御相談をいただければ、当会より取材にお伺いします。

小　売　業
　たばこ販売業　本年度のたばこ組合総会は、新型コロナウィルス感染症が収束しない中、書面議決と委任状の活用により出席者を

出来るだけ抑えて開催したが、３年続けてこのような開催となり、今年も組合員交流の貴重な機会を失ってしまった。現在、地方た

ばこ税を活用した分煙環境整備が進められているが、度重なる増税によるたばこ売上げの減少や、新硬貨・新紙幣の発行に伴う自販

機改修問題など、不安材料の多いたばこ小売店を救済していく対策も必要ではないかと思われる。

　小売商業　当月もコロナ禍が長期化する中、集客・売上共に前年比８％程度の減であった昨年とほぼ同じ推移を示した。ここ数か

月の報告のとおり、一昨年のコロナの発症以降の経済状況がここまで長期化しており、未だ回復への見通しが立たず、更に新たな課

題も山積している状況は、小売業にとってもはや限界を超えた打撃である。西都市では、お中元期間の商店街の活性化対策として、

昨年同様プレミア率30％の「西都市プレミア付商品券」を発行する。消費者・事業者双方にとって有難い施策であり、有効に販促に

繋げたい。

　石油販売業　新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動制限等が緩和され、需要増が期待されたが、原油価格の高騰が続き、

需要は停滞したままである。

　LPｶﾞｽ小売販売業　６月 CP価格 (サウジ通告価格 )は７５０㌦ /㌧ (前月比△１００㌦ /㌧ )。５月 MB価格 (米国産平均価格 )＋(米

国物流経費８０㌦/㌧)は７１９㌦/㌧(前月比△３５㌦/㌧)。対顧客電信売相場(５月平均)は、１２９.８１円/㌦(前月比＋２.８３円/㌦)。

EUによるロシア産原油の輸入禁止の協議が進展せず、供給混乱に対する過度の懸念が緩和された。また、米国が対ベネズエラ制裁

を一部緩和する可能性があると報道されたことにより、ベネズエラ産原油の禁輸措置が緩和されるとの観測が浮上し、原油価格が下

落した。LPG価格も連れて下落した。

中央会だよりに関するお問合せ

宮崎県中小企業団体中央会 [発行人] 堀之内 芳久　[編集人] 野口 和彦
[TEL] 0985-24-4278　[FAX]0985-27-3672
[URL] http://www.himuka.or.jp　[E-mail] info@himuka.or.jp〒880-0013 宮崎市松橋2丁目4番31号 宮崎県中小企業会館3Ｆ
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テーマ
各テーマを各3回ずつ全12回

経営編（全3回）

戦略計画編（全3回）

人材組織編（全3回）

財務計数編（全3回）

～リーダーシップとマネジメント

～戦略思考と計画力～

～組織形成と人材育成～

～計数感覚と収益構造～

（毎回第2木曜日開催、詳細はTBC事務局までご連絡ください）

次世代塾 第7期生募集！次世代塾 第7期生募集！

2021年6月より全12回を実施予定

営業統括部 TBC事務局
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